

















「失われた明日のドラマ ─ 島村抱月の芸術座による『その前夜』劇上演（1915）の研究 









































































































































































































あか くちびる あ ま
まちしほ ひ





































































































































　　　Che si fugge tuttavia!　　　　 されど逃れゆく
　　　Chi vuol esser lieto, sia :　　  楽しみてあれ































































































































そのことば あけ くちびる ふ たれ なんぢ なんぢ
なんぢ
みやうにち し こひ こゝ ろなほ
なほ
わか
ち あつ あひだ はくはつ し はな さ こゝ ろ ひ ち こほり
きた かのけいか おほひ した かく まど ふさ と ひと
きた うかが ゆる せうぢよ ひと ふたり こひ さいはひ うかが ふたり なみ
うへ たゞ よひ なみ あひよう あひ つ またあひよう あひ つ そのなみ こひ
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い の ち み じ か し 　 こ ひ せ よ を と め
あ か き く ち び る 　 あ せ ぬ ま に
あ つ き ち し ほ の 　 ひ え ぬ ま に
あ す の つ き ひ の 　 な い も の を
い の ち み じ か し 　 こ ひ せ よ を と め
く ろ が み の い ろ 　 あ せ ぬ ま に
こ こ ろ の ほ の ほ 　 き え ぬ ま に
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　　　『ラツシカ　ミイ　ヰエロオ ── モリール　シイ ギヲワナ』（　　　　　 ）の詞は
　　　天上にひびく熱烈なる祈禱の聲となつて迸しり出た　。
　御風はツルゲーネフの原作から直接にではなく，ガーネットの英訳から重訳したものと推
測されるが　，アリアの前半の "Lascia mi vivere" という文句は，実はヴェルディの台本に
はない（後半の "morir sì giovane" はある）。
　"morir sì giovane" は，歌劇の終わり間際の＜第３幕第６景＞で，アルフレードと再会し
た病床のヴィオレッタが激しい勢いで起き上がりながら " Gran Dio! morir sì giovane,"（お
お神様！　こんなに若くて死ぬとは）と半狂乱になって歌う場面に出て来るが，この少し前
の方に，アルフレードが医者を呼びにやるように言ったのを受けて，ヴィオレッタが小間使
いに "Digli che vivere ancor vogl'io..."（申し上げてね，私はまだ生きたいのですと…）とい
う所がある　。"Lascia mi vivere" に最も近い台詞を強いて探せばこれになろうか。いずれ
にせよ，"Lascia mi vivere" はヴィオレッタの言い分を汲んでツルゲーネフが拵えた台詞と
いうことになる。
　一方，"morir sì giovane" の方はツルゲーネフの小説に全部で３回出て来て，強く印象づ
けられている。御風訳でも「ラツシカ　ミイ　ヰエロオ ── モリール　シイ ギヲワナ」，「モ
リールシイギヲワネ」，「モリール　シ　イギヲワネ」というカタカナが不気味に人目を引く。
そして，この "morir sì giovane" は，『ゴンドラの唄』のキーセンテンスの前半（「いのち短し」）




37）ツルゲネーフ作，相馬御風譯『その前夜』東京，内外出版協會，明治 41 年（1908），370-371 頁（以
下この書からの引用は「御風訳」と略記する）。なお，「決鬪」は "duet" を "duel" と勘違いしたもので
あろう。
38）ガーネットも "vivere" を "vivero" としている。cf. On the Eve : a novel by Ivan Turgenev ; 
translated from the Russian by Constance Garnett. London, Heinemann, 1895 (Reprint: AMS 



































































へ ─ 比較文化の総合研究（第二集）』ナダ出版センター，2006 年 所収）182-184 頁参照。













ひ   と   つ
い




















原 作 で は，『椿 姫』の "lascia mi vivere... morir si giovane" の 絶 唱 に 象 徴 さ れ る よ う に，
"memento mori" の色合いが濃い。それに対して，『ゴンドラの唄』が歌われる劇の方は
"memento mori" よりもむしろ "carpe diem" に寄っていると言えそうだ　。



















　　　　here and there was heard the brief, subdued call of a godolier (they never sing now); 





















49）Turgenev, op. cit., p.155. 「おちこちで船頭たちが短く低く叫んでいた（彼らは今ではけっして歌わ
ない）。ほかに物音はほとんど聞こえなかった」( 傍点相沢 )。なお，船頭たちが歌わないというのはツ
ルゲーネフの独創ではなく，バイロンからの影響ないし彼への参照とみるべきであろう。拙稿「スキア
ヴォーニに死す」（注 43 に同じ）181 頁参照。
50）On the Eve (Garnett), p.268.










































54）飯塚恒雄『カナリア戦史　< 日本のポップス一〇〇年の戦い >』愛育社，1998 年 , 61 頁。
55）倉田喜弘『明治大正の民衆娯楽』岩波新書，1980 年，173 頁。
56）堀内敬三，前掲書（注 53 に同じ）127 頁。
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( 大正 3 年３月
帝劇 )
その前夜
( 大正 4 年 4 月
帝劇 )
生ける屍
( 大正 6 年 10 月
明治座 )
沈鐘
( 大正 7 年 9 月
歌舞伎座 )
緑の朝
( 大正 7 年 11 月
明治座 )
カルメン




















































































































































　　　バルカロール　barcarolle [ 仏 ]，barcarole [ 英 ]，Barkarole [ 独 ]，barcarola，
　　　barcaruola [ 伊 ]　 「舟歌」と訳す。もともとヴェネツィアのゴンドラの舟歌に由来し
　　　た器楽曲または声楽曲の名称で，「ゴンドラの歌」gondoliera [ 伊 ]，gondola song [ 英 ]，
　　　Gondellied [ 独 ] ともいう。すでに 18 世紀にはおもに声楽曲にその例がみられ，バー
　　　ニーにもその記述がある。通常6/8拍子だが，まれに12/8拍子などがあり，比較的ゆっ
　　　くりしたテンポで，波や舟の揺れる感じを表す単調なリズムの伴奏をもっている。ショ
　　　パンやフォーレのピアノ曲の < バルカロール > が有名であり，またメンデルスゾーン
　　　の < 無言歌 > の中にもその例が見られる。声楽曲としてはオッフェンバックの < ホフ
　　　マン物語 > ，ロッシーニの < ギヨーム・テル > ，ヴェルディの < オテッロ > などのオ

















た全 253 曲中，6/8 拍子は 15 曲しかない（うち７曲は外国曲）。この中でよく知られた曲を挙げると，『あ
おげば尊し』（作曲者不詳），『ローレライ』（ジルヘル／ジルヒャー），『野ばら』（ウェルナー），『早春賦』（中
田章），『浜辺の歌』（成田爲三），『宵待草』（多忠亮），『モーツァルトの子守歌』（フリース）など。
64）『音楽大事典』第 4 巻，平凡社，1982 年，1926 頁。前掲『日本のうた　第１集』の中で「バルカロール」
と言えそうなのは，明治末から歌われていた『ローレライ』，中山晋平の『ゴンドラの唄』，そして大正
14 年（1925）頃に流行った『ヴエニスの舟歌』（高木青葉・後藤紫雲詞，「外国曲」）, 大正 5 年































66）堀内敬三，前掲書（注 53 に同じ）125 頁。






































































　その第４作は『サクラ大戦 4 〜恋せよ乙女〜』という（2002 年にドリームキャスト向け，

























　　　The goal of this paper is to present research of the “Gondola Song” (Gondora-no Uta : 
words by Isamu Yoshii, music by Shinpei Nakayama), which was one of the most popular 
songs in the Taisho era and continues to be one of the most well-loved songs even today.
　　　The “Gondola Song” is famous for its strikingly simple and straightforward opening 
message : "Life is so short. Do love, young girl!" It was originally written for the 1915 
performance of Turgenev's “On the Eve” by Art Theater (Geijutsu-za) in Tokyo and was sung 
on the stage by the famous actress Sumako Matsui.  In this paper, we shall examine the 
following points:
　　　1) To confirm the text of the Song and restore the original text in the stage scenario if 
　　　necessary.
　　　2) To compare Yoshii's text with that of Ogai Mori's translation of “Venetian Song” , 
　　　which is inserted into H. C. Andersen's “Improvisator". 
　　　3) To investigate the background of Yoshii's writing of the Song (including the fact of 
　　　his borrowing from Ogai's “Improvisator” ).
　　　4) To reveal the rhetoric and technique of Yoshii's text as a verse.
　　　5) To examine in what way and to what extent the introduction of the Song into the
 　　　drama depends on Turgenev's original novel and its translation by Gyofu Soma.
　　　6) To describe specific features of Nakayama's melody from a viewpoint of Japanese 
　　　and European music while referring to Japanese culture of the Taisho era.
　　　Yoshii's now almost unknown open letter to Matsui is also introduced and examined in 
detail in this paper. Finally, some reflections of the “Gondola Song” in the area of so-called 
subcultures, such as animations and computer games, in the Heisei era are introduced 
proving both the longevity of the Song and the magical power of its words .
Gondora-no Uta: A Study of Isamu Yoshii and Shinpei 
Nakayama's "Gondola Song"
Naoki Aizawa　
